
＊開演後はご入場いただけない場合がございます。また、出演者等変更になる場合がございますので予めご了承ください。なお、ご購入いただいたチケットのキャンセルや変更はできません。

■チケット発売　平成29年9月20日㈬午前9時より川崎能楽堂窓口にて販売（先着順）＊残券があれば、同日正午より電話でも販売いたします。
■チケット取扱・お問合せ　川崎能楽堂 TEL：044-222-7995 川崎市川崎区日進町1-37
■受付時間　窓口・電話 9：00～17：00＊但し初日のみ電話受付は正午から。窓口完売の際は電話での受付はいたしません。

◎主催／（公財）川崎市文化財団 川崎市川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワー･リバーク3F　TEL.044-222-8821／FAX.044-222-8817
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2017年10月21日㈯ 
14：00開演（13：30開場）

3,000円（全席指定）川崎能楽堂
「禰宜山伏」 撮影：尾形美砂子

狂言のお 話 山本東次郎

「末　　広」山本東次郎（人間国宝）
すえ ひろがり

「土　　筆」山本　則俊
ど ひつ

「禰宜山伏」山本　則重
ね ぎ やま ぶし

「末広」 撮影：吉越 研

「土筆」 撮影：吉越 研
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川崎能楽堂  
〒210-0024 川崎市川崎区日進町1-37
TEL：044-222-7995　FAX：044-222-1995
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現代に息づく伝統芸能であり、人間のおかしさ、悲しさ、愚かしさを笑いや風刺に包み込んで表現する狂言。そこで演じられ
る人間の本質は、現代にも通じるものがあります。現在上演されている狂言はおよそ200番。この狂言全集では、その主だっ

たものをシリーズでお届けします。狂言が初めての方も、そうでない方も、伝統芸能の奥深さ、面白さを楽しんでいただける内容です。
狂言全集とは…

シテ（大果報の者）・・・・山本東次郎
アド（太郎冠者）・・・・・・・・山本泰太郎

アド（売手）・・・・・山本　則秀

狂言「末広」
すえひろがり

川崎能楽堂「狂言全集」第9回 あらすじ

天下泰平のめでたい世、ある大果報の者が一族を招いて宴会を開き、そ
の際“末広”を引き出物にしようと「上質の紙」「上細工の骨」「丈夫な要」
「さっぱりとした戯画」の末広を買って来る様にと太郎冠者を都へ遣いに出
します。“末広”とは閉じた時にも先が広がっている扇子（中啓扇）のこと。古く
からめでたさの象徴とされています。憧れの都へ行く嬉しさに飛び出した太
郎冠者は、実は“末広”が何なのかを知りません。
そこで、「末広はないか」と呼んで歩くと、調子のいい都の男が現れて……。

シテ（遊山の者甲）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・山本　則俊
アド（遊山の者乙）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・若松　　隆

狂言「土筆」
どひつ

ある男が友を誘い、仲良く連れ立って野遊山に出かけました。野辺に土
筆を見つけ、河原に芍薬を見つけと、見つけたまでは良かったのですが、そ
れについての大間違いの知識をひけらかしたばかりに、果ては喧嘩の相撲
を取ることに……。
何もない舞台に演者のせりふとしぐさによって、春ののどかな景色が描き
出されます。こののどかさが次第に険悪に変わるさまが対照的です。

シテ（山伏）・・・・・・・・・・山本　則重
アド（禰宜）・・・・・・・・・・山本凜太郎

アド（茶屋）・・・・・・・・・・・山本　則孝
アド（大黒）・・・・・・・・・・・山本　則俊

狂言「禰宜山伏」
ねぎやまぶし

伊勢の禰宜（神官）が檀那（信者）廻りの途中､茶屋で一服していると山伏が
やってきて横柄な態度で茶を所望します｡山伏は茶屋に我が侭を言い､禰宜に
対して傍若無人に振る舞います｡見かねた茶屋は仲裁に入り､二人に大黒へ
御祈祷勝負をさせて､負けた者は勝った者の言うことを聞く事と提案します｡禰
宜と山伏は承諾し､二人は用意された大黒に向かって一心に祈りますが……。
性格の全く違う職業人を並べてその対照を面白く見せる曲。相容れない人

間同士の微妙な齟齬の経過を描いていてこの世の小さな縮図のようでもありま
す。狂言の持つ人間肯定の精神は行き渉っており、山伏にもどこかほほえましさ
を感じさせるところがこの曲の豊かさであるといえます。

撮影：吉越 研

撮影：吉越 研

撮影：尾形美砂子
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